
 

 

５月２９日（土）開催決定

第７回
落語と天寿を楽しむ会

今年も、三遊亭鳳楽師匠をお迎えし、

「落語と天寿を楽しむ会」を開催致し

ます。益々円熟味を増した鳳楽師匠の

話芸をお楽しみいただき、その後は師

匠を交えて、天寿のお酒をたっぷり楽

しむ豪華な二本立てです。

★お申し込み・お問い合わせ先

　　　天寿酒造株式会社

　　TEL　0184-55-3165

●場所　天寿酒造株式会社　●日時　平成 22 年 5 月 29 日（土）

●落語　午後 4時開演（開場午後 3時）

●鳳楽師匠と天寿を楽しむ会　午後 6時 20 分～ 8時〆

●会費　5,000 円（お申し込み時にお願い致します）

※先着 100 名様限定・定員になり次第締め切らせて頂きます。
※当日参加はできませんので予め入場券をお買い求め下さい。

  ご意見、ご感想をおきかせください。
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報を

知りたい方、ご連絡をお待ちしております。

●Ｅメールアドレス・・・info@tenju.co.jp

●ＨＰアドレス・・・・・http://www.tenju.co.jp

●フリーダイヤル・・・・0120-50-3165

●ＦＡＸ ・・・・・・・・0184-55-3165

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事前に    
　ご連絡下さい。

★蔵元通信（２カ月に１度奇数月に発行予定）希望の方はご
　連絡下さい。　※無料

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、Ｅメールでご連絡
　下さい。

三遊亭鳳楽独演会

 
 

 

天寿酒造株式会社
〒015-0411
秋田県由利本荘市矢島町城内字八森下117
TEL　0184-55-3165　FAX0184-55-3167

http://www.tenju.co.jp
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使
用
出
来
る
様
に
な
り
、
温
度
管
理
に

も
新
機
軸
を
導
入
し
た
事
に
よ
り
「
純

米
吟
醸
鳥
海
山
」
が
ト
リ
プ
ル
受
賞
し

た
り
、
名
門
酒
会
で
は
「
米
か
ら
育
て

た
純
米
酒
」
の
ひ
や
お
ろ
し
が
人
気
投

票
で
三
年
連
続
東
の
横
綱
に
選
ば
れ
、

飯
田
社
長
が
「
天
寿
は
ど
う
し
た
ん
だ

？
」
と
急
に
酒
造
り
を
見
に
来
て
下
さ

る
な
ど
、
手
ご
た
え
を
感
じ
る
色
々
な

反
応
が
出
て
来
た
気
が
し
ま
す
。

　

農
大
花
酵
母
を
導
入
以
来
、
大
正
末

期
の
全
国
的
な
腐
造
事
故
に
よ
り
激
減

し
た
清
酒
酵
母
の
多
品
種
化
復
活
を
目

指
し
て
、
様
々
な
新
酵
母
を
使
用
し
日

本
酒
の
香
味
の
広
が
り
を
目
指
し
て
参

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
理
屈
で
は
な

く
体
で
清
酒
酵
母
が
味
と
香
り
の
タ
イ

プ
を
決
定
し
て
い
る
事
を
思
い
知
り
ま

し
た
。
米
種
・
精
米
歩
合
・
酒
母
の
種

類
・
も
ろ
み
経
過
等
も
大
き
く
酒
質
に

影
響
し
ま
す
が
、
酸
の
種
類
・
香
り
の

タ
イ
プ
を
決
め
る
の
は
酵
母
な
の
で
す

安
定
し
た
醸
造
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
酵

母
が
個
性
を
発
揮
し
て
い
く
。
実
に
う

れ
し
い
光
景
で
す
。
こ
れ
ま
で
本
当
に

沢
山
の
試
み
や
設
備
投
資
を
重
ね
た
事

そ
し
て
、
何
よ
り
も
杜
氏
を
中
心
と
し

た
蔵
人
た
ち
の
飽
く
な
き
努
力
の
賜
物

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
先
日
秋
田
初

の
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
「
天
寿
光
希
」
さ

ん
が
久
々
の
帰
郷
と
言
う
事
で
、
ご
両

親
と
一
緒
に
弊
社
を
訪
ね
て
下
さ
い
ま

し
た
。
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
五
年

前
。
卒
業
前
で
デ
ビ
ュ
ー
を
目
前
に
『

天
寿
』
を
芸
名
に
使
い
た
い
と
挨
拶
に

来
ら
れ
た
の
で
す
。
私
と
し
て
は
大
変

嬉
し
く
、
光
栄
に
思
い
ま
し
た
。
所
属

す
る
星
組
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
リ
ラ
の

壁
の
囚
人
た
ち
」
を
５
月
24
日~

30
日

東
京
で
公
演
す
る
そ
う
で
す
。
す
っ
か

り
大
人
っ
ぽ
く
美
し
く
な
ら
れ
た
天
寿

光
希
さ
ん
。
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

し
つ
つ
、
皆
様
の
応
援
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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代
表
取
締
役
社
長　

大
井
建
史

　

四
月
に
雪
が
降
っ
て
、
地
元
の
人
間

も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
し

っ
か
り
春
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
所
、

温
暖
な
の
に
時
々
大
雪
と
言
う
不
思
議

な
冬
の
気
候
で
積
雪
の
予
測
が
つ
か
ず

相
対
で
は
雪
が
少
な
い
の
に
雪
害
が
増

え
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
天
寿
の
酒
蔵
で
は
、
革

新
の
繰
り
返
し
の
結
果
、
こ
の
十
数
年

来
私
と
杜
氏
が
目
指
し
て
来
た
「
原
料

処
理
」
が
一
つ
上
の
ス
テ
ー
ジ
に
到
達

し
た
感
が
あ
り
、
喜
ば
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

精
米
所
か
ら
の
白
米
計
量
が
自
動
化

さ
れ
、
60
％
精
米
以
上
を
全
て
ザ
ル
に

と
り
手
洗
い
が
可
能
と
な
り
、
バ
ッ
チ

式
に
洗
米
の
上
、
限
定
吸
水
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
仕
込

み
毎
の
総
米
の
吸
水
歩
合
が
全
量
計
量

で
目
標
と
の
誤
差
0.1
％
以
内
を
実
現
し

蒸
米
中
の
吸
水
量
が
確
定
し
た
事
か
ら

計
画
通
り
の
蒸
米
が
出
来
、
そ
の
手
触

り
は
蔵
人
に
と
っ
て
快
感
に
な
り
ま
し

た
。元

々
酸
は
出
に
く
い
蔵
で
し
た
が
、

初
期
の
頃
は
工
夫
す
る
度
に
益
々
少
な

く
な
り
危
機
感
を
持
ち
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
こ
に
来
て
ど
の
酵
母
・
酒
米
・

精
米
歩
合
で
も
香
り
や
酸
を
含
め
味
の

幅
が
グ
ン
と
膨
ら
ん
で
来
た
気
が
し
ま

す
。花

酵
母
の
研
究
で
汲
み
水
を
自
在
に

天寿光希さん

、、

。。

社長と今年の蔵人



天寿の歴史
補 遺 -３

補
遺―

３　

酒
造
免
許
、
鑑
札

六
代
目　

大
井
永
吉

　

鑑
札
を
下
げ
渡
す
か
ら
免
許
料
金
拾

円
也
を
上
納
せ
よ
と
の
お
達
し
で
あ

る
。
当
時
の
拾
円
は
今
の
価
値
に
直
す

と
幾
ら
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
計
算
根
拠

が
違
う
と
値
も
違
っ
て
く
る
の
で
非
常

に
難
し
い
問
題
だ
が
、
よ
く
例
に
と
ら

れ
る
米
を
基
準
に
す
る
と
約
七
万
円
に

な
る
よ
う
で
あ
る
。
（
矢
島
教
育
委
員

会
）

　

生
駒
藩
の
御
用
達
蔵
武
田
家
（
三
代

目
の
妻
と
み
え
の
実
家
で

”
玉
泉

“
の

蔵
元
）
の
藩
政
時
代
の
鑑
札
が
手
元
に

あ
る
。

　

こ
れ
は
矢
島
町
出
身
で
江
田
島
の
海

軍
兵
学
校
教
官
や
神
戸
育
英
高
校
長
を

さ
れ
た
立
派
な
教
育
者
で
「
鳥
海
山
」

「
由
利
郡
中
世
史
考
」
な
ど
の
著
書
を

残
さ
れ
た
郷
土
史
研
究
家
・
姉
崎
岩
蔵

氏
が
、
晩
年
御
自
分
で
集
め
ら
れ
た
多

く
の
資
料
を
町
に
寄
贈
さ
れ
た
際
、「
酒

屋
に
関
す
る
も
の
だ
か
ら
こ
れ
は
君
が

持
っ
て
い
た
ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
。
」

と
、
わ
ざ
わ
ざ
私
に
手
渡
し
し
て
下
さ

っ
た
貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。

　

木
製
で
小
型
（
縦
16
㎝
、
幅
12
㎝
、

厚
1.5
㎝
）
の
も
の
、
表
に
御
勘
定
所
と

あ
り
検
證
の
焼
き
印
が
押
し
て
あ
る
。

裏
は　
　

　
　
　

生
駒
主
慶
知
行

　
　
　
　

出
羽
国
由
理
郡
矢
嶋
七
日
町

酒
造
米
高
七
十
五
石　

武
屋
吉
衛
門

　
　
　

　
　
　

但
元
米
掛
米
糀
共　

　

天
保
十
三
寅
年

　
と
あ
り
、
年
毎
か
石
高
が
変
わ
っ
た
時

の
鑑
札
と
見
ら
れ
る
。
新
し
く

当
社
に
下
げ
渡
さ
れ
た
鑑
札
は

ど
ん
な
物
で
あ
っ
た
か
、
新
制

度
に
よ
る
県
令
の
鑑
札
な
の
で

木
製
で
あ
っ
た
か
紙
製
の
印
刷

も
の
で
あ
っ
た
か
興
味
の
あ
る

と
こ
ろ
だ
が
、
残
念
な
が
ら
保

存
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で

あ
る
。
何
れ
に
し
ろ
酒
税
を
徴

す
る
た
め
の
免
許
で
あ
り
鑑
札

で
あ
る
。

　

酒
に
対
す
る
税
金
は
、
い
つ

頃
か
ら
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

文
献
に
よ
れ
ば
、
神
国
で
あ

っ
た
わ
が
国
で
は
、
古
代
、
神

事
の
主
役
で
あ
る
酒
は
朝
廷
の

管
轄
で
あ
る
神
社
で
つ
く
ら
れ

て
い
た
。
大
和
朝
廷
で
は
、
酒

造
司
が
担
当
し
、
ま
た
大
き
な

寺
院
で
も
酒
が
つ
く
ら
れ
て
い

た
。
時
代
が
降
る
と
、
民
間
で

も
酒
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
平
安
朝
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て

酒
屋
が
発
生
。
酒
は
格
好
な
課
税
対
象

と
な
り
酒
屋
の
保
護
や
酒
造
許
可
の
代

償
と
し
て

”
酒
屋
公
事

“

”
酒
屋
役

“

”
酒
麹
役

“
な
ど
の
名
の
も
と
に
、
酒

の
現
物
、
税
金
、
労
役
を
課
す
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
が
酒
税
の
始
ま
り
で
あ

る
。

鑑札：裏

イベント 
NEWS 

 

　

２
月
の
酒
蔵
開
放
で
雪
室
に
封
印

し
氷
温
貯
蔵
し
た
純
米
生
酒
を
、
お

越
し
頂
い
た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
開
封

し
、
自
分
の
手
で
瓶
詰
め
で
き
る
大

好
評
の
イ
ベ
ン
ト
が
４
月
29
日
に
行

な
わ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
に
な
く
肌
寒
い
毎
日

で
す
が
、
氷
点
熟
成
の
コ
ク
の
あ
る

と
ろ
り
と
し
た
春
の
生
酒
に
、
ご
満

足
し
て
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

春
だ
け
の
人
気
限
定
商
品
で
す
。

お
早
め
に
ご
注
文
下
さ
い
。

◆
◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

　
　

 　

試
飲
即
売
予
定
◆
◆

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
に
地

元
の
道
の
駅
各
店
と
秋
田
市
ア
ト
リ
オ

ン
ビ
ル
県
産
品
プ
ラ
ザ
、
秋
田
空
港
で

試
飲
即
売
会
を
行
な
い
ま
す
。
４
月
29

日
に
雪
室
タ
ン
ク
か
ら
瓶
詰
め
し
た
ば

か
り
の
『
雪
室
氷
点
熟
成
純
米
生
酒
』

な
ど
を
準
備
し
て
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎
５
／
２
日
・
３
日
・
４
日

　

道
の
駅
【
ね
む
の
丘
】（
に
か
ほ
市
）

◎
５
／
３
日
・
４
日

　

道
の
駅
【
に
し
め
】（
由
利
本
荘
市
）

◎
５
／
３
日
・
４
日
・
５
日

　

秋
田
空
港　
　

（
秋
田
市
）

　

ア
ト
リ
オ
ン
【
県
産
品
プ
ラ
ザ
】

　
　
　
　
　
　
　

（
秋
田
市
）

　

◆
◆
◆
◆
試
飲
即
売
会
◆
◆
◆
◆

◎
６
／
９
日
～
15
日

　

西
武
百
貨
店
【
池
袋
本
店
】

　

地
下
１
階
和
洋
酒
売
り
場
に
て
試
飲

即
売
会
を
行
な
い
ま
す
。
期
間
中
、
営

業
担
当
の
佐
藤
博
輝
（
鳥
海
町
出
身
）

が
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

◎
６
／
10
日
～
16
日

　

東
急
百
貨
店
【
東
横
店
】

　

地
下
１
階
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
和
洋
酒
売

り
場
に
て
試
飲
即
売
会
を
行
な
い
ま

す
。
期
間
中
、
杜
氏
の
佐
藤
俊
二
（
矢

2,500本限定 

雪室氷点熟成 
純米生酒 

720ml 
1.365円（税込） 

雪
室
氷
点
熟
成
純
米
生
酒

　
　

い
よ
い
よ
発
売
で
す
!!

島
町
出
身
）
が
売
り
場
に
立
ち
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
に
合
っ
た
お
酒
を
杜

氏
と
の
話
で
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ど
ち
ら
の
売
り
場
も
『
父
の
日
』
贈

答
商
品
等
、
多
数
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ

い
。◆

◆
楽
し
む
会
の
ご
案
内
◆
◆

２
０
１
０
年
度
吟
醸
新
酒
祭

　

日
本
吟
醸
酒
協
会
加
盟
の
56
蔵
が
、

今
春
の
吟
醸
酒
の
出
来
を
披
露
す
る
大

試
飲
会
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
日
時　

５
／
11
（
火
）

　

第
１
部　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

　

第
２
部　

18
時
00
分
～
20
時
00
分

　
　
　

（
各
受
付
は
、
開
始
30
分
前
か
ら
）

◎
会
場　

東
京
交
通
会
館
12
階

　
　
　
　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
ー
ル

　
　
　
　

千
代
田
区
有
楽
町
２-

10-

１

◎
会
費　

お
一
人
様
２
，

０
０
０
円

　
　
　
　

 

（
当
日　

２
，

５
０
０
円
）

※

お
申
込
み
な
ど
の
詳
細
は

　

「
吟
醸
酒
協
会
」
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
３
（
３
３
７
８
）
１
２
３
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
i
n
j
y
o
s
h
u
.
j
p

◆
◆
地
酒
を
探
す
な
ら

 
 
 

『
日
本
酒
こ
ん
し
ぇ
る
じ
ゅ
』
◆
◆

　

日
本
酒
フ
ァ
ン
に
お
薦
め
の
地
酒
専

門
検
索
サ
イ
ト
『
日
本
酒
こ
ん
し
ぇ
る

じ
ゅ
』
は
、
便
利
で
使
い
や
す
い
検
索

機
能
は
も
ち
ろ
ん
、
各
蔵
の
持
つ
情
報

が
満
載
！
酒
販
店
様
や
飲
食
店
様
に
は

お
店
の
ア
ピ
ー
ル
に
大
変
有
意
義
で
便

利
な
サ
イ
ト
で
す
。
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今年の桜はまだツボミです。 （4/21 撮影）
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